


咫７田 汾乃 似迴

五
月
十
二
日
（
火
）
、
平
成
十
年
度
佐
井

村
消
防
団
定
期
観
閲
式
が
、
ア
ル
ザ
ス
周
辺

を
会
場
に
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
ま
ず
ま
ず
の
天
候
に
恵
ま
れ
、
団

員
の
ほ
か
川
目
婦
人
消
防
協
力
隊
、
福
浦
少

年
消
防
ク
ラ
ブ
、
佐
井
村
保
育
所
幼
年
消
防

ク
ラ
ブ
な
ど
、
約
二
百
名
が
参
加
。

式
で
は
、
団
員
の
服
装
・
機
械
器
具
の
点

検
や
ポ
ン
プ
操
法
、
一
斉
放
水
、
分
列
行
進

な
ど
が
行
わ
れ
、
消
防
意
識
の
高
揚
を
訴
え

▲高所の火事でも

迅速な消火を／

・・標的に向け一発命中 ／

人命救助は適切な・・

応急処置から

消
防
功
労
者
表
彰
を
受
け
た
み
な
さ
ん
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脯をつけて肘 め肘 べて心 な割

ま
し
た
。

中
で

も
、
昨
年
結
成
さ
れ
た
第
九
分
団

（
川
目
地
区
）
は
、
纏
い
振
り
と
一
斉
放
水

に
初
参
加
。
一
年
間
の
訓
練
の
成
果
を
い
か

ん
な
く
発
揮
し
て

い
ま
し
た
。
ま
た
、
福
浦

少
年
消
防
ク
ラ
ブ
の
き
び
き
び
と
し
た
消
火

栓
操
法
や
、
保
育
所
園
児
の
か
わ
い
ら
し
い

踊
り
が
演
じ
ら
れ
る
と
、
集
ま
っ
た
大
勢
の

来
賓
や
観
客
か
ら
盛
ん
な
拍
手
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

▲ぼくもわたしも火の用心 ／

村長の観閲を受ける団員卜

１ 団員の皆さんに負け

ないよう頑張ります

規

律

佐

井

村

消

防

団

第

二

分
団

有

功

章

本

団

団

長

横

浜

松

雄

功

労

章

第
二
分
団

団

員

宮

野

順

一

第
五
分
団

団

員

横

浜

四
志
一

勤

功

章

第
五
分
団

団

員

横

浜

四
志
一

第
七
分
団

分

団

長

山

本

幸

治

永
年
勤
続
章
二
十
五
年
以
上

第
一
分
団

分

団

長

田
名
部

久

第
二
分
団

班

長

長

島

新

市

団

員

鹿

島

勝

団

員

宮

野

勇

第
三
分
団

分

団

長

田

中

岩

男

副
分
団
長

木

部

一

夫

第
五
分
団

副
分
団
長

横

浜

仁

班

長

福

田

秋

雄

第
八
分
団

団

員

竹

内

拓

已

永
年
勤
続
章
二
十
年
以
上

第
一
分
団

団

員

奈

良

豊

第
二
分
団

団

員

木

田

峰

芳

第
三
分
団

班

長

萬

谷

雅

之

青
森
県
消
防
協
会
む
っ
下
北
支
部
長
表
彰

優

良

団

員
章

本

団

部

長

加

賀

紀

代

志

第
四

分

団

団

員

宮

川

久

雄

第
五

分
団

団

員

横

浜

四

志

一

第

六

分

団

部

長

緇

間

直

文

第
七

分

団

班

長

田

中

秀

美

第
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巳

蜜

昔
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蓼
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感

謝

状

贈
呈

（
永
年

勤
続

）

前

本

団

副

団

長

坪

谷

正

隆
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３６
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第

二
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団

部

長

福
田

義
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２８
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第

五
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部
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中

勝
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３１
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感

謝

状

贈
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（
消
防

協
力
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※
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地
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火
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早
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力

に

よ

る

。



平成１０年度

植 樹 祭

五
月
十
九
日
、
山
村
広
場
で
平
成
十
年
度
の

植
樹
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
こ
こ
を
将
来
桜
の
名
所
に
し
よ
う

と
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
桜
の
苗
木
三
百
本
が

百
五
十
名
の
参
加
者
の
手
に
よ
り
植
樹
さ
れ
ま

し
た
。
お
じ
い
ち
ゃ
ん
は
満
開
の
桜
の
下
で
ほ
ほ
え

む
孫
の
顔
を
、
子
ど
も
た
ち
は
お
花
見
弁
当
を

ほ
お
ば
る
自
分
の
姿
を
、
そ
れ
ぞ
れ
思
い
浮
か

べ
た
こ
と
で
し
ょ
う
…
。



さすがに手なれた男性陣。次々と土を

耕やし、苗木を植えていきます。

「整列！未来の山は私たちに任せてください」

頼もしい長後みどりの少年団のみなさん。

「しっかり育ってね！」

苗木の根元を踏み固めます。

プロの方から植え方を教わります。

真剣に地面を見つめる参加者。

いつかお母さんになったら子どもたちとここでお花見がしたいなア…



ノ ご／７月，１２月の各コース・５，０００円と７，０００円の２種類。

（送料・消費税込み）
………＼……… ……＝／ご 希望のコースの中から基本セットＡ・Ｂ・Ｃより１つ選んでいただきます。

さらにフリー選択商品①②③より１つお選びください。
■■■■
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ラブリー さい ふるさとパッケージ

四季折々の佐井村の特産品を７月、１２月の年２回

みなさまのお手元まで、お届けします。

また、ご贈答品としてもご利用ください。

Ｚ ２

］ナ］
ＤＥＣＥＭＢＥＲ

５，０００，コース

フ リ ー 選 択 商 品

① ほ たてソフト

＜塩＞（３００９）

② 塩 わ か め

（５００９×２）

③ 鮭 フレークセット

（１００ｇ×３）

Ａ
●

正

油

い
く

ら
（
１００

９

）

●

塩

い

く

ら
（
１００

９

）

●

新

巻

鮭
（
２

に噫
）

△

じ
ゃ
が
い
も
▽
（
３

哨

）

●

キ

タ

ア

カ

リ

Ｂ
●
で

ん

ぷ

ん
（
３００
９
）

●

黒

大

豆

煮
（
２５０

９
）

●

新

巻

鮭
（
２
㎏
）

●

塩

い
く

ら
（
１００
９
×

２
）

Ｃ

（
１５０

９
×
２
）

●

ウ

ド
の

は
り
は

り

漬

け

●

切

り

餅
（
１２

枚
）

●

鮭

切

り
身
（
８００

９
）

●

甘

塩

う

に
（
６０
９
）

Ｚ２
ＤＥＣＥＭＢＥＲ

７，０００Ｓコース

’｜’ ｜ゝ －－－－… … 尚 ……ｊ二 ∧ ，
＝
………
ミ＼＝
……

∧ ウ 剛 は 慟 ㈲

黒 大 豆 煮（劭 ）

（レレ
．
ｊ゙
，
キ タ ア カ リ

＜じゃがいも＞（３ｋｇ）

（
：
）１乙ｊ：＝ 切 ＩＪ餅

（１２枚）

象

Λ

裂

き

織

り

▽

●

ポ

ケ

ッ

ト
テ

ィ
ッ
シ
ュ
入

れ

●

で

ん

ぷ

ん

（
３００

９

）

（
鮭
フ
レ
ー
ク
？

×
２
・
い
く
ら
？

）

●

鮭

親

子

ど

ん

ぶ

り

セ
ッ
ト

Ａ

●

甘

塩

う

に

（
６０

９

）

●

新

巻

鮭

（
２
．
５

晦

）

日
●

と

ろ

ろ

昆

布

（
５０

Ｓ

Ｘ

２

）

（
鮭
フ
レ
ー
ク
？

・
い
く
ら
？

×
２
）

●

鮭

親

子

ど

ん

ぶ
り

セ
ッ
ト

Ｂ

●

新

巻

鮭

（
２
．
５

晦

）

Λ

ひ

ば

入

浴

剤

▽

Ｔ

箱

）

●

ホ

ッ

ト

バ

ス

Ｃ 。
●

ひ

ば

箸

セ

ッ

ト

（
５

膳

）

●

塩

わ

か

め

（
５００

９

）

●

新

巻

鮭

（
２
．
５

吻

）

（
鮭
フ
レ
ー
ク
？

・
い
く
ら
？

×
２
）

●

鮭

親

子

ど

ん

ぶ

り
セ
ッ
ト

Ｂ



わいどの広場

心のふれあいを通して～延寿園を訪問～

五
月

二

十

一
日
、

佐
井

中

学
校

の
一

学
年
二

十

七
名

が

大

畑

町

の

特

別

養

護

老

人

ホ

ー
ム
延

寿

園
を
訪

問
し

、

体
験

学
習

を
行

い
ま
し

た

。

延

寿
圉

で

は
老
人

の
方

々

と
一

緒

に
器
楽

合
奏

、

ソ

ー

ラ
ン

節
、
お
手
玉

、
お
り

紙
、

輪
投

げ

ゲ
ー

ム
な

ど
で
楽

し

く
過

ご
し

ま
し

た
。

体

験

後
、

生

徒

達

か

ら

。

「
ま

た

延
寿

園
を
訪

問
し

た

い
。
」
「

ふ
だ

ん
か

ら
老
人

た

ち

に
や

さ
し

い
声

を
掛

け

て

あ

げ

た

い
。
」

な

ど

感

想

が

聞

か
れ

、
大

変
有

意
義

な

学

習
と

な
り

ま
し

た

。

バ ス 遠 足

五
月

七
日

、
八

日

の
両

日

デ
イ
サ

ー
ビ
ス

の

バ
ス
遠

足

が
あ
り

、

一
行

は
む

つ
市

方

面

（
早

掛
沼

公

園
、

ア

ー

ク

ス
プ

ラ

ザ
な

ど
）

へ

出
か

け

ま
し

た
。

今
年

は

例
年

に
比

べ
桜

前

線

の

到

来

が

早

く
、

花

も

散

っ
て
し

ま

い
、
ま

た
八

日

に
は
雨

天

に

な
る
な

ど
、

天

候

に
も
恵

ま

れ
ず
、

お
花

見

気
分

と
は

い
き

ま
せ

ん

で
し

た

が
、
普

段

の

デ
イ

サ

ー

ビ

ス
と

は
違

っ

た
雰
囲

気

の
中

で

利

用

者

も

会

話

が

は

ず

み
、
元

気

に
買

物
な

ど
を

楽

し
ん

で

い
ま
し

た
。

こ う な ご 漁 最 盛 期

ア
ル

ザ
ス
周

辺

の
明

る

さ

が
、

い
つ
も

よ
り

倍

に
も
、

何

倍
に

も
光

を
強

め
、

岸
壁

に

あ

る
絵

に
照
写

さ

れ
て

ゆ

れ

る

。
人

々
の
話

し
声

、
船

の
機

械

の
音

、
緑

色

に
う

ご

め
く

海

・
波

。

つ
い
目

の
前

の
、

こ

の
幻
影

の
よ
う

な
景

色

は
、
こ

の
村

に

豊

か
な
恵

み
を

も

た

ら
す
営

み
、

そ

の

も

の
だ

。
目

を
凝

ら
し

て
み

る
と
、

や
み

に
溶

け
込

ん

で

は

い

る
も

の
の
、

動

い
て

い

る
人

達

の
、
荒

い
息

使

い
や
、

根

か

ぎ
り

に
働
く

姿

が
見
え

て

く

る
。
豊
漁

を
切

に
祈

る
。

第１５回全国一斉ウォークラリー大会佐井会場

五

月
十

七
日

、

小
雨

の

降

る
な
か

、
二

十
チ

ー

ム
六
十

四
名

が
参
加

（
遠

く
は

六
戸

町

か
ら
）

し
ま

し

た
。

し

お

さ

い
公

園

を
ス

タ
ー

ト
し

、

各
チ

ェ
ッ

ク

ポ
イ

ン

ト

で

ク
イ
ズ

を
解

き
な

が
ら

ゴ
ー
ル

を
目

指
し

ま
し

た
。

Λ
大

会

結
果
▽

一
位
一

百

六
十

八
点

菊

池
チ

ー

ム

（
佐

井
村

・
菊

池

富
貴
子

代
表

）

二
位

百

六

十
六
点

松

橋
チ

ー

ム
（
六

戸
町
）

三
位

百

六

十
六
点

ポ

ケ

モ

ン

チ

ー

ム

（
佐

井

村

・
中
村

優
子

代
表

）

四
位

百

六
十

四
点

津
軽

海
峡

チ

ー
ム
（
む
つ
市

）



啄略碌だよリ

健康づくりの
力強い仲間を
紹介します

佐
井
村
で
の
保
健
及
び
在
宅
福

祉
に
対
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

は
、
主
に
保
健
協
力
員
、
食
生
活

改
善
推
進
員
、
日
赤
奉
仕
団
等
婦

人
の
み
な
さ
ん
か
ら
始
ま
り
ま
し

た
が
、
最
近
で
は
男
性
の
参
加
も

み
ら
れ
ま
す
。

今
回
は
、
み
な
さ
ん
の
健
康
づ

く
り
の
た
め
に
、
私
だ
ち
と
一
緒

に
活
動
し
て
い
る
お
母
さ
ん
方
を

紹
介
し
ま
す
。

保

健

協

力

員

の

活

動

佐
井
村
で
は
、
昭
和
四
十
八
年

に
会
員
三
十
二
名
で
発
足
し
ま
し

た
。
み
な
さ
ん
が
健
康
で
暮
ら
せ

る
よ
う
に

。私
た
ち
の
健
康
は
私

た
ち
で
つ
く
る
”
を
モ
ッ
ト
ー
に

き
め
細
か
い
活
動
を
し
て
い
ま

す
。今
年
度
は
二
年
に
一
度
の
改
選

の
年
で
あ
り
、
四
月
二
十
一
日
に

辞
令
交
付
式
が
行
わ
れ
、
村
長
か

ら
委
嘱
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
と
一
緒
に
、
健
康
で

豊
か
な
人
生
を
送
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
に
、
そ
し
て
住
ん
で
い
て

良
か
っ
た
と
思
え
る
素
敵
な
街
を

作
っ
て
い
く
こ
と
を
目
指
し
て
い

ま
す
。

食
生
活
改
善
推
進
員
の
活
動

国
で
は
昭
和
三
十
四
年
か
ら
栄

養
改
善
の
た
め
の
地
区
組
織
活
動

を
し
、
各
市
町
村
で
は
食
生
活
改

善
推
進
員
の
養
成
を
実
施
し
ま
し

た
。
佐
井
村
で
は
昭
和
六
十
一
・

六
十
二
年
に
養
成
講
座
を
始
め
、

六
十
三
年
に
会
員
四
十
五
名
で
発

足
し
ま
し
た
。

推
進
員
の
み
な
さ
ん
は
、
食
生

活
に
関
す
る
事
柄
を
学
習
し
、
そ

れ
を
家
族
や
地
域
の
人
に
伝
達
す

る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。
今
年
度
も
、
母
親
と
子

ど
も
を
対
象
に
、
よ
り
よ
い
食
習

慣
を
育
て
て
い
く
こ
と
を
目
的
に

し
た
料
理
教
室
や
、
胃
が
ん
検
診

受
診
者
を
対
象
に
、
塩
分
控
え
め

で

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
を

サ
ー
ビ
ス
す
る
こ
と
が
総
会
で
決

定
し
ま
し
た
。

。食
べ
る
″
と
い
う
行
為
は
楽

し
い
こ
と
で
す
。
地
元
で
採
れ
る

食
材
で
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
も
考
え

な
が
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
調
理
方
法

を
紹
介
し
、
一
緒
に
試
食
す
る
楽

し
い
料
理
教
室
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。
男
性
の
方
の
参
加
も
歓

迎
し
ま
す
。

研修会では健康の知識がまた１つ増えました

料理の腕前は後ほど披露します。お楽しみに

保 健 協 力 員 名 簿

平成１０年４月１日～平成１２年３月３１日

中 村 茜 ち６
（牛 滝）



交毋だより

佐 井 村

交通安全母の会

街頭

指
導
の
み
な
さ
ん

あ
り
が
と
う

青
葉
若
葉
が
目
に
し
み
る
季
節

に
な
り
ま
し
た
。

新
学
期
が
ス
タ
ー
ト
し
て
黄
色

い
帽
子
が
似
合
う
一
年
生
が
元
気

に
登
校
し
て
い
ま
す
。

「
お
は
よ
う
ご
ざ

い
ま
す
。」

の
元
気
な
声
も
気

持
ち
よ

い
毎

日
。
先
に
行
わ
れ
た
朝
の
街
頭
指

導
の
際
に
は
、
た
く
さ
ん
の
方
に

協
力
し
て
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
関
し
て
、
子
ど
も

だ
ち
か
ら
感
謝
の
作
文
が
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

佐
井
小
六
年

東

出

真

智

子

私
は
、
交
通
安
全
母
の
会
な
ど

あ
っ
て
も
な
く
て
も
ど
っ
ち
で
も

よ
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
し
た
。

横
断
す
る
時
、
手
を
上
げ
る
の

も
面
倒
だ
し
、
挨
拶
す
る
の
も
面

倒
く
さ
い
し
、
で
も
だ
ん
だ
ん
思

う

こ

と

が

変

わ

っ

て

き

ま

し

た

。

母

の

会

は

あ

っ
て

も

な

く

て

も

よ

い
の

で

は

な

い
の

で

す

。

な

ぜ
な

ら

、

も

し
母

の

会

の

お

母

さ

ん

た

ち

が

指

導

し

て

く

れ

な

か

っ

た

ら

、

私

の

友

達

が
飛

び

出

し

て

交

通

事

故

に

あ

っ
た

か

も

し

れ

ま

せ

ん

。

い

い
え

、

も

し

か

す

る

と

自

分

が
交

通

事

故

に

あ

っ
て

い
た

か

も

し

れ

な

い

の
で

す

。

だ

か

ら

、

私

は

母

の

会

の
お
母

さ

ん

た

ち

に

感

謝

し

て

い
ま

す

。

「

あ

り

が
と

う

ご

ざ

い
ま

し

た

。

こ

れ
か
ら

も

頑

張
っ
て
く

だ

さ
い
。
」

佐

井

小

六

年

宮

木

正

子

朝

学

校

に

行

く

時

に
、

街

頭

指

導

を

し

て

く

れ
た

み

な

さ
ん

、

寒

い
中

、
私

た

ち

の
た

め

に
交

通

安

全

の
指

導

を

し

て
く

れ

て
あ

り

が

と

う

ご
ざ

い
ま

し

た

。

こ

れ

か

ら

も
車

に
気

を

つ
け

て

学
校

に
通

い

た

い
と

思

い
ま

す

。

みんな で達成し よう ／

次 の目 標 は１，０００日

ただいまの記録（６／１現在）

交通 事覬 ゼ【１１７７１ヨ

交
通
安
全
運
動
期
間
中
だ
け
で

な
く
い
つ
も
車
に
気
を
つ
け
て
歩

い
て
欲
し
い
、
悲
惨
な
交
通
事
故

に
あ
わ
な
い
で
欲
し
い
と
願
わ
ず

に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら

観
光
シ
ー
ズ
ン
に
入
り
ま
す
。
ド

ラ
イ
バ
ー
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

子
ど
も
や
お
年
寄
り
を
み
か
け
た

「
車
に
気
を
つ
け
て
」

と
、
み
ん
な
で
や
さ
し
い
二
言
を

か
け
ま
し
ょ
う
。

ストップマークを貼り付けました

県
交
母
連
合
会
定

時

総

会

リ
ー
ダ
ー
研
修
会

に
参
加
し
て

会

長

東

出

ミ

ヤ

去
る
五
月
七
日
か
ら
八
日
ま
で

の
二
日
間
、
県
交
母
連
合
会
総
会

及
び
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
が
青
森
市

で
開
催
さ
れ
参
加
し
ま
し
た
。

一
日
目
は
総
会
が
行
わ
れ
、
平

成
十
年
度
の
事
業
が
次
の
通
り
了

承
さ
れ
ま
し
た
。

・
組
織
の
拡
大
と
充
実
及
び
リ
ー

ダ
ー
の
養
成

・
会
員
意
識
の
向
上
と
み
ん
な
で

進
め
る
交
通
安
全
の
末
端
へ
の
浸

透・
子
ど
も
、
高
齢
者
及
び
若
者
の

交
通
事
故
防
止

・
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
の
徹
底

・
自
転
車
及
び
ミ
ニ
バ
イ
ク
の
安

全
利
用
の
推
進

・
交
通
遺
児
の
援
助
活
動
等

二
日
目
の
研
修
会
で
は
、
県
警

本
部
交
通
企
画
課
長
の
齊
藤
嘉
弘

氏
か
ら

・
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
着
用
率
は
高

ま
っ
て
き
た
が
無
謀
運
転
に
よ
る

死
亡
事
故
が
依
然
と
し
て
減
少
し

な
い
。

・
常
に
交
通
問
題
に
関
心
を
持

ち
、
家
族
で
交
通
安
全
の
こ
と
を

話
題
に
し
て
ほ
し
い
。

・
若
い
母
親
の
リ
ー
ダ
ー
研
修
も

積
極
的
に
実
施
し
、
乳
幼
児
を
つ

れ
て
参
加
で
き
る
よ
う
な
研
修
会

に
す
る
。

・
女

性

ド

ラ
イ

バ

ー

に
よ

る
事

故

が
急

増
し

て

い

る

。

昭
和

五

十

一

年

に
比

べ

る
と

件

数

で
九

倍

に
も

跳

ね

よ

っ

て

い

る

。
こ

れ

ら
を

踏

ま

え

た
女

性

ド

ラ
イ

バ
ー

の
交

通

安
全

教

育

も
実

施
し

た

い

。

な

ど

の

お
話

が

あ
り

ま
し

た

。

次

の

講

話

で

は

、

津

軽

弁

の

「
ち

ゃ

か
し

」「
も

つ
け
」「
じ

ょ

っ

ぱ
り

」

を
事

故

の
要

因
と

結

び

つ

け

て

。

。
子

ど

も
と

お
年

寄

り

の
交

通
事

故

防

止

と
母

の
会

に
望

む

こ

と

”

と

題
し

て

お
話

が

あ
り

ま

し

た

。

・
ち

ゃ

か
し

…
子

ど

も
の

飛

び

だ

し

事

故

・

も

つ
け

…

ス

ピ

ー

ド
を

求

め

る

若

者

ド
ラ

イ

バ

ー
の

無

謀

運

転

事

故・
じ

ょ

っ

ぱ
り
・：
若

さ
を

保

つ
た

め
の

お
年

寄

り
の

歩

行

も

、
車

の

な

い
昔

の

道

路
そ

の

ま
ま

こ

の
こ

と

か

ら
幼

児

期

か

ら

の

交

通

安

全

教

育

が
必

要

で

あ

り

、

高

齢

者

に
は

地

味

な

継
続

性

の
あ

る
活

動

が
必

要

で

あ

る
と

指

摘

さ

れ
ま
し
た
。



～

ら
佐
井

駐

在

所

昔
⑩
２
２
・－
８

無
茶
な
山
菜
採
り
は
命
取
り
″・

－

迷
わ
な
く
て
も

事
故
は
起
こ
る
Ｉ

早
く
も
全
国
各
地
で
遭
難
の

ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
て
い
ま
す
。
事

故
に
遭
う
の
は
初
心
者
ば
か
り
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ベ
テ
ラ
ン
も
含

ま
れ
て
い
る
の
で
す
。
た
と
え
山

で
迷
わ
な
い
と
し
て
も
事
故
は
起

こ
り
得
ま
す
。
次
に
掲
げ
る
こ
と

は
必
ず
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
天
気
予
報
を
必
ず
確
認
し
、

早
め
に
下
山
す
る
。

・
家
族
に
行
き
先
を
知
ら
せ
て

お
く
。

・
一
人
で
行
動
せ
ず
、
ま
た
体

力
に
合
っ
た
行
動
を
と
る
。

・
予
定
時
刻
を
過
ぎ
て
も
帰
ら

な
い
と
き
は
速
や
か
に
警
察

に
連
絡
す
る
。

非行の入り囗は
『喫煙』『夜遊び』です。
家庭で何でも話し合える暖か

い家庭づくりに努めましょう。
子供の持ち物にも注意しま

しょう。

・４月１７日 矢越地区で自動車盗難事

件が発生しましたが、２８

日に発見し無事自動車は

所有者に戻りました。犯

人も逮捕し拘留中です。

夜間は必ず自家用車の鍵

を抜 きド アロ ックしま

しょう。

・４月２６日 矢越地区で海岸に変死体

があがりました。捜査し

たところ旅の人でした

が、今後発見の際は触れ

たりせずにすぐｎｏ番通

報をお願いします。

・４月２６日 長後地区で物件事故。

・５月１日 磯谷地区で居眠りによる

車両単独の物件事故。

県警マスコット

ア ピ ー君

外
国
人

の
不
法

滞
在
・

不

法
就
労
防
止
に

ご
協
力
を

″
’

不
法
就
労
と
は
、
来
日
外
国
人

が
、・
資
格
外
活
動
の
許
可
を
受
け

ず
に
就
労
す
る
こ
と
。

・
滞
在
期
間
が
切
れ
た
後
も
滞

在
し
て
就
労
す
る
こ
と
。

・
不
法
に
入
国
し
て
就
労
す
る

こ
と
。

な
ど
を
言
い
ま
す
が
、
こ
う
し
た

人
を
雇
っ
た
り
あ
っ
せ
ん
し
た
場

合
も
処
罰
さ
れ
ま
す
。

み
ん
な
の
迷
惑

迷

惑

駐

車

最
近
、
村
内
の
あ
ち
こ
ち
で
迷

惑
駐
車
が
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
運

転
手
の
方
は
、
自
分
が
車
を
止
め

て
降
り
た
と
き
に
、
ほ
か
の
人
の

迷
惑
に
な
ら
な
い
か
ど
う
か
考
え

て
く
だ
さ
い
。

も
し
、
あ
な
た
の
車
の
陰
か
ら

子
ど
も
が
飛
び
出
し
て
事
故
が

あ

っ

た

場

合

、「

ほ

ん

の

少

し

の

時

間

だ

か

ら

、
い
い

や
。
」

と

い

う

考

え

方

で

片

付

く

の

で

し

ょ

う

か

。

自

分

の

家

族

が

事

故

に

あ

っ

た

姿

を
想
像
し
て
く
だ
さ
い
。
迷
惑
駐

車
は
で
き
な
い
は
ず
で
す
。
時
に

は
、
た
っ
た
一
台
の
迷
惑
駐
車
が

命
に
か
か
わ
る
こ
と
も
あ
る
の
で

す

。

小２ 佐藤だいきくん

小３ 竹内ゆうすけくん

小３ 七戸ゆうやくん

小３ 若山りょうこさん

今月から名前を発表

する こ と にし まし

た。来月は誰の名前

が出る のかな。 ノ

・
詳
し
く
は
佐
井
駐
在
所
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。



診

療

所

の

歯

科

再

開

六
月
二
日
か
ら

大
変
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
し

た
休
診
中
の
歯
科
診
療
を
、
六
月

二
日
か
ら
再
開
し
ま
す
。

当
面
、
医
師
は
自
治
医
科
大
学

か
ら
の
派
遣
で
、
交
代
制
で
診
療

に
当
た
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

村

を

き

れ
い

に

す

る

運

動

六
月
六
日
王

）

毎
年
恆
例
の
村
を
き
れ
い
に
す

る
運
動
（
側
溝
清
掃
）
は
、
六
月

六
日
（
土
）
に
両
佐
井
地
区
で
実
施

し
ま
す
。

な
お
、
当
日
午
後
一
時
か
ら
汚

物
の
回
収
と
薬
剤
の
散
布
を
行
い

ま
す
の
で
、
な
る
べ
く
午
前
中
に

側
溝
清
掃
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
る

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
ビ
ニ
ー
ル
袋
や
ダ
ン
ボ
ー

ル
な
ど
水
は
け
の
悪
い
も
の
は
汚
物

の
回
収
に
支
障
が
あ
り
ま
す
の
で

使
わ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

・
問
い
合
わ
せ

役
場
住
民
福
祉
課
保
健
衛
生
係

昔
⑩
り乙
１
１
１

児

童

手

当

の

支

給

三
歳
未
満
の
児
童

○
支
給
の
対
象

児
童
手
当
は
、
三
歳
未
満
の
児

童
を
養
育
し
て
い
る
人
に
支
給
さ

れ
ま
す
。
た
だ
し
、
前
年
（
一
月

か
ら
五
月
ま
で
の
月
分
の
手
当
に

つ
い
て
は
前
々
年
）
の
所
得
が
一

定
額
以
上
の
場
合
に
は
、
所
得
制

限
に
よ
り
児
童
手
当
は
支
給
さ
れ

ま
せ
ん
。

Ｏ
児
童
手
当
の
額

第
一
子

月
額
五
千
円

第
二
子

月
額
五
千
円

第
三
子
以

降

月
額
一
万
円

○
児
童
手
当
の
支
給

認
定
請
求
を
し
た
翌
月
か
ら
開

始
（
一
部
特
例
が
あ
り
ま
す
）
さ

れ
、
支
給
事
由
の
消
滅
し
た
日
の

属
す
る
月
分
で
終
わ
り
ま
す
。

な
お
、
原
則
と
し
て
手
当
は
、

毎
月
二
月
、
六
月
、
十
月
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
前
月
分
ま
で
が
支
給
さ

れ
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
お
気
軽
に
役

場
住
民
福
祉
課
に
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

人

権

擁

護

委

員

制

度

ご
存
知
で
す
か

六
月
一
日
は
、
人
権
擁
護
委
員

法
が
施
行
さ
れ
た
日
で
す
。

い
じ
め
、
不
登
校
、
近
親
者
に

よ
る
虐
待
な
ど
の
子
ど
も
を
め
ぐ

る
人
権
問
題
が
大
き
な
社
会
問
題

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
問
題
の
解
決
の
た
め

に
は
、
家
庭
、
学
校
、
地
域
社
会

な
ど
様
々
な
場
で
、
思
い
や
り
の

心
と
生
命
の
大
切
さ
を
は
ぐ
く
む

幅
広
い
人
権
教
育
が
行
わ
れ
る
な

ど
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
の
人
権

を
積
極
的
に
擁
護
し
て
い
く
こ
と

が
必
要
で
す
。
そ
こ
で
、
全
国
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、

「
考
え
よ
う

あ
な
た
の
人
権

わ
た
し
の
人
権
」

を
啓
発
活
動
重
点
目
標
に
掲
げ
、

積
極
的
な
啓
発
活
動
を
展
開
し
て

い
ま
す
。

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で

は
、
六
月
一
日
を
「
人
権
擁
護
委

員
の
日
」
と
定
め
、
こ
の
日
を
中

心
と
し
て
皆
さ
ん
と
と
も
に
一
層

の
人
権
思
想
の
啓
発
に
努
め
る
こ

と
を
申
し
合
わ
せ
て
い
ま
す
。

相
談
は
無
料
で
、
秘
密
は
守
ら

れ
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
佐
井
村
で
は
、村
長
が
推
薦
し
、

法
務
大
臣
が
委
嘱
し
た
次
の
方
々

が
そ
の
職
務
を
行
い
ま
す
。

・
山
本

正

公
⑩
２
６
６
２

・
三
戸

重
一

昔
⑩
２
４
３
６

・
佐
々
木
寛
昭

昔
⑨
２
２
７
６

永
年
の
活
動
に
対
し
、
佐
々
木

委
員
は
「
全
国
人
権
擁
護
委
員
連

合
会
長
賞
」
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

お役に立っています

み
な
さ
ん
が
加
入
し
て
い
る
郵
便
局
の
簡
易
保
険
や
厚
生
年

金
・
国
民
年
金
の
積
立
金
は
、
村
の
公
共
施
設
の
整
備
資
金
と

し
て
村
に
還
元
融
資
さ
れ
、
住
民
福
祉
の
向
上
に
役
立
て
ら
れ

て
い
ま
す
。

平
成
九
年
度
に
は
、
次
の
各
事
業
に
融
資
を
受
け
て

い
ま

す
。

○
郵
便
局
の
簡
易
保
険
積
立
金

・
福
浦
小
中
学
校
校
舎
増
改
築
事
業

九
、
七
六
〇
万
円

・
公
営
住
宅
建
設
事
業

一
、
二
三
〇
万
円

・
歌
舞
伎
の
館
整
備
事
業

四
九
〇
万
円

・
長
後
地
区
漁
業
集
落
排
水
施
設
整
備
事
業

一
一
〇
万
円

・
漁
港
施
設
整
備
事
業
負
担
金

二
九
〇
万
円

○
厚
生
年
金
・
国
民
年
金
積
立
金

・
佐
井
地
区
簡
易
水
道
施
設
整
備
事
業

八
、
一
五
〇
万
円

・
牛
滝
地
区
簡
易
水
道
施
設
整
備
事
業

九
二
〇
万
円

・
福
浦
地
区
簡
易
水
道
施
設
整
備
事
業

五
一
〇
万
円

福浦小中学校

佐井地区簡易水道施設



健康で豊かな老後をめざして

ニュー・スポーツに

あなたも参加してみませんか〃

ぱ 弓 い ろ 学 級

開 催 の お 知 ら せ

この講座は、あおもり・

県民力・レッジの単位と

して認められます。／

平
成
十
年
の
健
康
カ
レ
″
ダ
ー

作
成
見
合
わ
せ
ま
す

平
成
十
年
度
分
の
健
康
づ
く
り

カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
都
合
に
よ
り
作

成
を
見
合
わ
せ
ま
す
。

な
お
、
保
健
衛
生
関
係
の
行
事

は
広
報
の
行
事
予
定
表
に
、
健
康

づ
く
り
に
関
す
る
も
の
は
保
健
婦

だ
よ
り
に
掲
載
し
ま
す
。

ま
た
、
平
成
十
一
年
度
分
の
健

康
づ
く
り
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
来
年

四
月
に
配
付
す
る
予
定
で
す
。

・
問
い
合
わ
せ

役
場
住
民
福
祉
課
保
健
衛
生
係

山

野

草

の

盗

掘

多

発

貴
重
な
植
物
た
い
せ
つ
に

下
北
に
は
、
福
寿
草
・
大
桜

草
・
ヒ
メ
ホ
テ
イ
ラ
ン
・
日
本

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
な
ど
貴
重
な
植
物
が

た
く
さ
ん
あ
り
、
か
れ
ん
な
花
は

私
た
ち
の
目
を
大
い
に
楽
し
ま
せ

て
く
れ
ま
す
。

最
近
、
こ
れ
ら
の
植
物
を
根
こ

そ
ぎ
盗
掘
す
る
心
も
と
な
い
人
が

現
れ
て
お
り
、
絶
滅
が
心
配
さ
れ

ま
す
。
佐
井
森
林
経
営
セ
ン
タ
ー
で

は
、
四
月
か
ら
森
林
パ
ト
ロ
ー
ル

を

実

施

し

、

植

物

の
保

護

と

盗

難

の

未

然

防

止

に

努

め

て

い

ま

す

が
、

い
ま

だ

に

盗

掘

が
後

を

た

ち

ま

せ

ん

。

も

し

、

不

審

者

（
車

）

を

見

か

け

た

ら

左

記

へ

通

報

く

だ

さ

い
。

・

大

間

営

林

署

昔
⑤

２

２

０

６

・

佐

井

森

林

経

営

セ

ン

タ

ー

昔
⑩
ｎ
乙
り乙
１

１

佐
井
中
学
校
創
立
５０
周
年
記
念
誌

差
し
上
げ
ま
す

標
題
の
記
念
誌
は
、
事
情
に
よ

り
毎
戸
配
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
で
し
た
が
、
村
民
の
み
な
さ

ん
か
ら
「
ぜ
ひ
読
み
た
い
」
と
い

う
ご
意
見
を
多
数
い
た
だ
き
ま
し

た
。こ
の
よ
う
な
声
に
お
答
え
し
、

こ
の
た
び
記
念
誌
の
残
部
を
希
望

す
る
方
に
無
料
で
差
し
上
げ
る
こ

と
に
し
ま
し
た
。

ご
希
望
の
方
は
佐
井
中
学
校
ま

た
は
最
寄
り
の
生
徒
に
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。
す
ぐ
お
届
け
し
ま
す
。

・
問
い
合
わ
せ

佐
井
中
学
校
公
⑩
２
０
７
８

手

づ

く

り

マ

ー

ト

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

昨
年
開
設
し
ま
し
た
「
手
づ
く

り
マ
ー
ト
」
は
、
村
民
や
観
光
客

な
ど
か
ら
注
目
を
浴
び
、
一
応
の

成
果
を
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。二
年
目
を
迎
え
る
今
年
は
、
ア

ル
ザ
ス
と
調
和
の
と
れ
た
外
観
に

改
修
さ
れ
、
六
月
一
日
よ
り
開
設

し
ま
す
。

利
用
者
か
ら
は
「
販
売
品
目
を

も
っ
と
増
や
し
て
ほ
し
い
」
と
い

う
要
望
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
村

民
の
方
で
、
身
近
に
販
売
で
き
る

商
品
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
開
店
時
間

午
前
１０
時
か
ら
午
後
３
時
ま

で

・
問
い
合
わ
せ

役
場
農
林
水
産
課
農
林
係

公
⑩
ｎ
乙
１
１
１

１，趣 旨 ＩＩニュー・スポーツ”をとおして「親睦」 。「連帯」・

「融和」を図り，健康で明るい暮らしを促進します。

２，期 間 １学期…平成１０年６月１０日から８月５日までの毎週

水曜日（計９回）

２学期…平成１０年９月２日から１１月２５日までの毎週

水曜日（計１３回）

３学期…平成１１年１月６日から２月２４日までの毎週

水曜日（計８回）

［４〉合計３〔〕回

３，対 象 村内に在住する６０歳以上の方（男女）

４，内 容 スポーツ活動を中心に行います。

種目 グラウンドゴルフ，ペタンク，ユニカーリング

５，場 所 しおさい公園，しおさいホール，森林体験館周辺

６，主 催 佐井村中央公民館

７，申込先 佐井村中央公民館 社会教育係 ａ ⑩４５〔〕６

６月８日（月）までに申し込んでください。

※開級後も随時受付します。

開級式は６月１０日（水）午前９時から
“ ア ル ザ ス で 行 い ま す



佐井村レクリエーションクラブ会長
えっ じ

千 葉 悦 治
ｎ （４２ａ）

（㈱カレント勤務 糠森在住）

昭和４９年に高校を卒業後、大手都市銀行に２０年近く勤務。平成７

年末にＵターンし、現在は仕事の傍ら、地域づくり活動に多忙な毎

日を送っています。

「イベントの企画立案に興味があった」千葉さんは、平成８年にイ

ンディアカ（バドミントンのコートで羽を手で打ち合う競技）の審

判員の資格を取得、県インディアカ協会理事として普及に努めてい

るのをはじめ、村内では「ゴニンカン選手権」「カラオケ選手権」

など、レクリエーションクラブ会長として数々のイベントを発案し

た仕掛け人。

千葉さんは、「地域でみんなが元気を出せるような楽しいことを

考えてい ます。」と話し、「こ れを 『活彩あお もり』 にちなんで

『活佐井』と名付けました。」と熱っぽく語ります。「みなさんも一

緒に遊びませんか。」という千葉さん、「インディアカは毎週火・金

曜日の午後７時から９時まで、佐井中学校体育館で練習しています。

参加をお待ちしています。」

・問い合わせ 公⑩２３１０千葉方

６月１４日（日）

１０陦から

○御神楽奉納
○郷土芸能
○下北二郎ショー

同時開催 き り 匆 ら カ ラ ４ 今ヽ 大 会

参 加 者 大 募 集 ！！

自慢のノドで豪華商品をもらおう

問い合わせ 佐井村観光協会 昔⑩４５１５

満１歳おめでとう／／

内 田 裕 崇 ちべ

（靖・裕子）長後

戸籍の窓口

５月１５日現在

○お誕生おめでとう

船越 一輝（博史）中 道

田澤果名子（亮一）中 道
もうない さおり毛内
沙織（ 博 ）大佐＃

Ｏおくやみ申し上げます

磯川 粕藏（勝美）古佐井

高橋 ゆき（利幸）原 田

福田 武松（ミヱ）磯 谷

宮川 はる（勇二）大佐井

※個人のプライバシーを尊重

する意味で、掲載して欲し

くない方は、届出の際係に

申し出てください。

佐井村の人口
４月３０日現在

男 １ ，６２ ６ （ ３）

女 １ ，６ ３ １ （ ３）

計 ３ ，２５ ７ （土 ㈲

世 帯 数 １ ，１０ ５ （ １２）

（ ）内は前月比
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